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1)	 血中アセチルコリンの季節変動
船 橋 茂(千葉大) 
1) 検査対象は 4 才~8 才迄の小児 8 名，成人 5
名で，毎月 1回，昭和 34年4月より昭和 35年 3月
迄測定した。測定中の気温は平年より高く湿度はや
〉低いものであった。(於東京) 
2) 結果は小児血中 Ach.10r~25r/dl，成人
7r-15r/dlであり，昨年得た正常値に一致して
いた。
3) 両群共lζ平均値曲線はニ峯性を示し，小児は
9月， 1月に山を作り 7月， 11月， 3月に谷をもっ。
最高月は 8月，最低月，は 3月であった。
成人はこの傾向は約 1ヶ月早く出現し，最高月は
7，1月，最低月は 6月であった。
最高，最低月は推計学上有意の差がみられた。即
ち夏期vc.Achの増量をみ再び冬期比も増加をみ
る。従ってこの時季に副交感神経側に傾むくものと
推論される。 
4) 各月の標準偏差値をみると， 4月， 10月， 11
月， 2月成人でも 9月， 2月と大きく，この時期は
所調季節の変り目であったことは興味があった。 
2) 乳児のビリルピン値
中島博徳，望月 仮
。渡辺 福(千葉大)
我々は新生児及び乳児にみられる黄痘の消長を血
清ビリ Jレピン(以下 fピj と略記)のそれと比較観
察した。測定はいわゆる rapidmicro-method Kょ
った。対象は成熟児 38例未熟児 28例のほか諸疾患
11例計 77例である。成熟児にみられる新生児生理
的黄痕の総「ピj値は生後4日前後に最も高い値を
示した。その範囲は 5--10 mg/dlであった。これ
に対し未熟児の総「ピj値は高く且つ遷延する傾向
がある。乙の場合成熟児と同様に間接「ピJ値は寅
症の消長とよく一致した。新生児遷延性黄痘の 3例 
千葉大学附属病院屋階大講堂 
では間接「ピj値が高かった。先天性胆道閉塞症の
5例では 1分間「ピJ値の増量がみられた。肝炎で
は治療と共l乙1分間「ピj値は低下した。核黄痘の 
総「ピj値は以上の疾患の中で最も高く 22mg/dl 
を示した例もみられた。
3) 説!児覧痘症例について 
小林貞夫，。石川恭子(東京厚生年金〉 
閉塞型黄痘を呈した乳児5例について報告。初診
時月令 1乃至6月の乳児で，著明な黄症，肝牌腫大， 
無胆汁便等の臨床所見，諸検査成績が殆んど共通し 
ていたが， 1例は開腹で先天性胆道閉塞を認め， 3 
例は肝炎，他の 1例は原因不明の閉塞型黄痘と考え
られた。 
全例とも， C. C. F.，T. T. T等の肝機能検査は，
黄症著明なるにも拘らず，終始正常値を示した，診
断の一助として，肝の NeedleBiopsyを行ったが，
術後合併症なく，肝炎では，一回の穿刺で診断確定
に充分であった。然し，原因不明の閉塞型寅痘と考
えられた例では，組織学的鑑別は困難で，必らずし
も早期診断の期待に沿わなかったが，外科的検索が
肝炎患児の予後を悪くすると云う点を考えれば，試
むべき一方法かと思われた。 
4) 未熟児の脂肪吸収に就て
山本洋三(千葉大〉
母乳，半脱脂粉乳， 70%調製粉乳，及び牛乳脂肪
の一部を植物油にて置換し，脂肪の面で母乳化を図
った所謂脂肪置換乳の 4種の乳汁をもって未熟児を
晴育し，脂肪吸収状況を観察した。母乳に於ける脂 
肪の吸収は，生後初期，体重小なる時より良好であ
り，半脱脂粉乳， 70%調製粉乳より可成り優って居
た。
半脱脂粉乳では，便中排決脂肪量は比較的少量
で，便中に排j世された脂肪により，利用されぬま〉‘
K失われたカロリー量も比較的少であった。之点は
